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第3回字乱開発委員会定例会議議事要旨

一孟　日一時　　』昭和46年！月む7日｛水）・　　　’一

　　　　　　　’午後2時～4時　P　，．　・2　一・

・Z塩　所　　∴宇宙開発委負会会議室　　，’　1’一．一、

3　議　題　　　インテルサット恒久化交渉につφで，

4、配布資料　　　　　　　　，、　　　　、　　．、

　，委2二7一　第ノ回定例会議議事藤旨・

　　委2一。2”ド世界商栗進信衛星組織恒久花交渉について工

5　出席者　　　　　　　　　　　｝

　　　委　 員㌧脳一 @　山県一昌’夫
　　　　　〃　　　　　　　　網島　一・i毅

　　　　　〃・　　　／、三野勝三㍉
　　　　　〃　　　　　　　吉謙雅未
　　一説明者　重　　　　　　　・∵　　源、　　，

　　　．郵政省電気通信監理官　－柏木輝彦／ヘ

ー懸各省庁纈覇
　　　科学技術事務次官　　　　　藤　波　恒　雄・、∵

　　　科学技術庁研究調整局長　　右　川　晃．夫

　　　科学技術庁縮開鯵鮪三瀬輝雄㍗
　　　科学技術庁宇宙開発課長　　野　口　　，節”
　　　外務省国際連合局外務参事石川一良孝（代理：戸凪）

，・ 謌齧?N長．山．形栄治（代理：㈱
　　　．通商産業告工業技術院総務黒　部　　　猿（’代翠3相馬）、

　　　部長
　　　運輸省大臣官房参事官　　　高　橋　寿　夫－（衆理：高谷）

　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　’b’　　　　－　　　一

可
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＼，

　　気象庁総務部長　　　　．

　　海上探安庁総務部長一

　　郵政省電波監理局審議官
　　郵政省電波監理局無線通

．　信部長’・　　　」
　　建設大臣官房技術参事官

　　．郵政省電気通信参事官，．

　　　　　’〃　　副参事富

　　オブザーバ

　　外開購団人翠
　　　　　〃　　　　シースチーム、
　　計霞三春爾港

　事務局　　　　　．’

　　群瀟二二傾晦
6議事要旨

　・（1）・二　　　　　、

　丈2）

上　平　輝　夫（代理：．落合他）

堤ド　　　’・毅（代理．：山崎）・

太原’ ｲ夫．（代理：影山）

大．塚”次郎　．、

増　岡　康　治（代理：中村：）

奥．田　量　三’

　　　　　ピオ癌　　口　　栄　　興」，

1平笄正一，噛，

高　木　喜一郎

’園山　重　道∫他

　　一「第ノ回定例会議誰事要旨」．が確認された。　ρ’　‘，
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　　　　㌘’i．嚇網棚合醐三戸傑第即騨何力1①．5
　　　　、　一舶木回／纈率と辮と妹一瞬、≒ば獅這う∵：

　　’　　　窪’哲あ為・．’ぞ∫＿㌶一＼　一一

　　　　　　　　　　　柏輝鯛：船嚇であって・1ガイ’ドラでンそ叫r鴛．

　　　　　　　　　　＼…㌘かと脇．．τ1二源，二＿．．

　　　　　　　　　備島巡第麟嚇騨？しα細る碗れ岬1国冒旧．、
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　　　　ご，粕糊鰍策騨興よ則る三三〕嫡．．
　　　　　　　　　　　、愉・的聯を舞うとするゆで偽∫．＿二，る

　　　　　　　　　　一志膿1麟郷照照噸1

　　　　　　　　　　　志木麟官：．土面の轟四って、インテル脚トとし鱗

　　　　　　　　　　　　　歴三・幽’魏趨を行内うこ昨泌と彫可▽・

　　　　　　　8…蜘轍瀞鴎，イン云〉轡ト醜は・3輝畔
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　　　　　　湘艦騨：三脚SA脚｛肌て雌膿菜務以外φ　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　一等いるが・綱比の謙膿糺て玲る6一　．　＼．　　／’

　　　　　　6り画騨ヴザ＋としてソ騨1ロセている醐醗　　　・’
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MS　　T工　発　表　文

昭和46年2月23日
！5時／0分発表
東大観測ロケット実験班

　さる2月／6EiにM－4s－2号戯によって打ち上げられた

「たんせい」は依然順調にひしようを続けておりますが・本日

（2月23日）／5時第96周の観測を終了したところでテレメ

ータ観測を打ち切りました。この間ジ太陽電池モニター以外の衛

星搭載各機器はいずれ●も正常に作動しました。内之浦における

「泥んせい」のテレメータ電波の受信は4！周にわたって行なわ

れ，うち37周については衛星搭載のテープレコーダーの再生を

行なって衛星各部の温度，電源㍉欝圧および電流，衛星の姿勢，

スピンなどに関する豊富な資料を入手することができ，「たんせ

い」は，ここに所期の目的を達成しました。

第9・6周現在衛星内部の温度は，電池23℃及び235℃・テー

プレコーダ275℃，噛水晶発信器26PC，太陽とスピン軸のなす

角／02度，スピン毎秒299回で，きわめて安定した状態を保っ

ています。引きつづき，内之浦及び宇宙開発事業団の沖縄及び勝

浦追跡局において，電波追跡を継続する予定でおります。

以　　上

／
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M－4s－2号機発表文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和46年2月！6日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東大観：測ロケット実験班

　M－4S一．2号機は昭和46年2月！6日日本標準時13時00分，
　　　　　　　　　　　む上下角77ら方位角94で発射されました。

　各段ロケットの燃焼ならびに飛しょうは正常で，矛4段ロケット打出

し前の姿勢制御も順調に行なわれました。矛3段までのロケットの飛し

ょう径路が発射上下角795（粗当となり，標準径路より高目になりまし

たので，発射後9分50秒に地上からコマンド電波を発し，これにより

矛4段は高度98．2㎞において／／分30秒から約40秒間燃焼して，

MS一田工と矛4段モータ部が衛星軌道に打出され，発射後ノ5分00秒

にMS一田工と矛4段モータ部との切離しが行なわれたことが確認され

ました。

　その後内之浦においては日本標準時！4時50分40秒から／塒09分

ノ2秒の間MS－Tエからの！36MHz，400・MHzの信号電波を受信

しました。

　MS－丁工における計測についてはテープレコーダの再生，各部温度

計，姿勢計，電源電圧，電流等の計測が順調に行なわれています。

　宇宙開発事業団迫跡部からの情報によれば暫定的な軌道要素は次の

とおりです。

　　　近地点高度9：　990砺

　　　遠地点高度：∠ノ／0碕π

　　　周　　　　期：　ノ06分

米国航空宇宙局からの情報は次のとおりです。

受’信局

グアム局
カウアイ局

サンチャゴ局

キ　トー局

ヨハネスフ勃グ局

受信開始時刻

04時06分30秒

04時！6分35秒

04時48分50秒

04時49分28秒

05時22分30秒

　宇宙開発事業団からの情報は次のとおりです。

　　　受信局　　　　1受信開始時刻

　　勝　i輪も　局　　　05時49分32秒

　　沖　　縄　　局　　　05時52分30秒

　郵政省電波研究所鹿島支所からの情報は次のとおりです。（世界標準時）

　　　受信局　　　受信開始時刻　　　受信終了時刻

　　鹿島支所　　05時52分45秒　　06時09分4。2秒

　なお，この衛星の電波追跡ならびにデータ取得に協力された宇宙開

発事業団・電波研究所癒らびに米国航睾字宙局および実験実施に協力

され旋関係各方面に深甚の謝意を表します。

　人工衛星の軌道碇のつたMS－丁工は「たんせい」（TANSEエ，

淡青）と命名しました。液お，国藤標識は衛星本体が「！97！一〃A」

となる予定です。

　本日発射時の天候くもり，地上風雨3π／急ec，気温／35℃でした。

　（世界標準時）

受信終了時刻

04時08分00秒

04時34分50秒

05時05分58秒

05時02分！0秒

05時．28分20秒

　（世界標準時）

　受信終了時刻

06時08分46秒

06時！0分40秒

以　　上

撫
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